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高
山
地
区

こ
う
せ
ん
じ
ゃ
ま

市
街
地
の
西
北
の
高
山
寺
山
の
中

腹
に
横
長
く
あ
る
の
が
高
山
地
区
で

す。
大
洲
盆
地
が
海
か
湖
の
時
代
か
ら

こ
の
地
区
に
は
、
人
が
住
ん
で
い
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

高
山
地
区
に
散
在
す
る
十
か
所
あ
ま

り
の
巨
石
遺
跡
で
も
示
さ
れ
て
い
ま

す。
現
在
の
高
山
地
区
に
は
、
圧
倒
的

に
白
石
姓
が
多
い
で
す
が
、
こ
れ
は

屋
島
の
合
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
一
族

が
こ
こ
ま
で
落
ち
延
び
て
き
た
た
め

区
だ
と
、
地
元
で
は
言
い
伝
え
ら
れ
て

弛
い
ま
す
。

山
現
在
、
高
山
西
、
東
で
五
十
戸
百

一
一
九
十
九
人
が
、
こ
の
地
区
で
生
活
を

約
営
ん
で
い
ま
す
。
専
業
農
家
は
数
戸

石
し
か
な
く
、
兼
業
農
家
が
大
半
で
す
。

碕

V
巨
石
へ
の
あ
し
パ
ス
便
は
な

巨
く
、
広
域
農
道
で
途
中
ま
で
行
き
、

出
石
寺
線
の
道
ば
た
に
あ
り
ま
す
。

納期は

3月1日
砂固定資産税(第4期)今月の納税
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補
正
予
算
お
概
要

大洲市民憲章

前
回
の
議
会
ま
で
に
、
今
年
度
計
画

し
ま
し
た
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
計
上
し

ま
し
た
の
で
、
今
回
の
補
正
は
、
当
面

必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
編
成
い
た

し
ま
し
た
。

補
正
額
は
、
十
八
日
の
最
終
日
に
上

程
さ
れ
可
決
さ
れ
た
額
を
合
せ
て
、
一

般
会
計
一
億
一
千
八
百
九
十
二
万
円
、

特
別
会
計
百
六
十
九
万
円
、
企
業
会
計

四
千
二
百
十
万
円
、
計
一
億
六
千
二
百

七
十
一
万
円
で
す
。
本
年
度
予
算
の
累

計
は
、
百
二
十
五
億
一
千
八
百
八
十
六

万
円
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
三
・
八
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

般

会

計

今
回
、
一
億
一
千
八
百
九
十
二
万
円

を
補
正
し
て
、
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
、
八
十
七
億
六
千
三
百
八
十
六
万
円

億
六
千
二
百
七
十

万
円

昨
年
の
十
二
月
九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
日
間
の

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
同
期
に
比
べ
る

と
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

補
正
予
算
の
お
も
な
内
訳
は
|
|
|

総
務
費
で
は
、
財
産
管
理
費
と
し
て
、

新
谷
(
旧
役
場
)
駐
車
場
整
備
ム
お
よ
び

フ
ェ
ン
ス
区
画
線
引
事
業
費
に
三
百
四

十
四
万
円
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
と

し
て
、
徳
森
児
童
遊
園
地
整
備
事
業
に

二
百
万
円
、
上
須
戒
地
区
テ
レ
ビ
放
送

共
同
受
信
施
設
事
業
補
助
金
に
三
百
四

十
四
万
円
、
新
谷
地
区
有
線
放
送
改
修

補
助
金
に
百
三
十
二
万
円
な
ど
で
す
。

保
健
衛
生
費
で
は
、
新
谷
中
久
保
地
区

共
同
給
水
施
設
事
業
に
六
百
二
万
円
な

ど
で
す
。

農
林
水
産
費
で
は
、
農
業
振
興
費
と
し

て
地
域
養
蚕
集
落
再
編
対
策
事
業
(
大

洲
・
菅
田
)
に
四
百
八
十
九
万
円
、
菅

田
地
区
(
地
蔵
前
、
三
・
二
一
凶
)
の
転

作
水
田
集
団
化
促
進
事
業
に
二
百
四
十

七
万
円
、
く
り
生
産
安
定
対
策
事
業
に

百
四
十
二
万
円
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
し
い
た
け
計

画
生
産
産
地
整
備
事
業
に
二
百
三
十
万

円
、
松
く
い
虫
跡
地
く
り
植
栽
事
業
に

四
十
万
円
な
ど
で
す
。

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
と
し
で
、

上
須
戒
屋
敷
線
ほ
か
十
三
線
の
舗
装
補

修
費
に
四
百
万
円
、
山
根
、
太
郎
宮
の

が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
に
各
二
百
万

円
。
道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
、
大
川

青
石
線
舗
装
費
(
千
六
百
メ
ー
ト
ル
)

に
一
千
万
円
。
ま
た
、
都
市
下
水
路
費

と
し
て
、
平
野
清
広
地
区
の
下
水
路
事

業
費
の
今
年
度
分
に
一
千
万
円
。

災
害
復
旧
費
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度

発
生
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
、
長
-
谷
梅

川
線
ほ
か
六
か
所
に
一
千
九
百
七
十
一

万
円

企

業

会

計

大
洲
市
水
道
事
業
会
計
で
は
、
八
多
喜

水
源
地
の
移
設
に
と
も
な
う
工
事
費
に

二
千
二
十
万
円
な
ど
で
す
。

大
洲
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条
例
の

一
部
改
正

住
宅
改
修
資
金
お
よ
び
宅
地
取
得
資

金
の
貸
付
限
度
額
の
拡
大
を
図
っ
た
も

の
で
す
。
住
宅
改
修
資
金
の
貸
付
限
度

額
二
百
七
十
万
円
を
一
二
百
万
円
に
、
宅

地
取
得
資
金
の
貸
付
限
度
額
一
二
百
万
円

を
四
百
五
十
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で

す。大
洲
市
立
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
屋
外

運
動
場
照
明
施
設
使
用
条
例
の
一
部
改

正
大
洲
市
立
喜
多
小
学
校
、
大
洲
市
立

南
久
米
小
学
校
わ
よ
び
大
洲
市
立
上
須

戒
小
学
校
の
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
の

設
置
に
と
も
な
い
使
用
料
金
を
定
め
る

も
の
で
す
。

一
時
間
に
つ
き
、

喜
多
小
学
校
照
明
施
設
八
百
円

高
久
米
小
学
校
照
明
施
設
三
百
円

上
須
戒
小
学
校
照
明
施
設
三
百
円

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
に
よ
り
改
定
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

県
に
お
い
て
も
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ

る
の
で
、
大
洲
市
職
員
に
つ
い
て
も
こ

れ
に
準
じ
て
改
定
す
る
も
の
で
す
。

人

一事

議室

事宇

第
一
六
六
固
定
例
市
議
会
は
、

会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
補
正
予
算
案
件
九
件
、
条
例
関
係
五
件
、

人
事
案
件
三
件
、
そ
の
他
五
件
の
計
二
+
二
議
案
と
請
願
三
件
、
陳
情
三
件
が
提
出
さ

れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
の
決
算
認
定
を
除
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
尾
上
利
則
(
七
十
二
歳
、
徳
森
)

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

兵
頭
典
次
(
六
十
五
歳
、
八
多
喜
)

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

肱
川
明
(
六
十
四
歳
、
菅
田
)

そ
れ
ぞ
れ
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い

再
任
さ
れ
た
も
の
で
す
。
任
期
は
、
固

定
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
三
年
の
ほ

か
は
四
年
で
す
。

市
議
会
総
務
商
工
委
員
長
の
改
選

柴
田
義
教
委
員
長
の
死
去
に
伴
い
、

委
員
長
の
改
選
を
行
い
、
竹
田
伝
議
員

が
新
し
い
委
員
長
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ

大
洲
市
農
村
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
新
築

工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

八
多
喜
地
区
に
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た

H

大
洲
市
農
村
定
住
促
進
セ

ン
タ
ー
u

が
新
築
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

二
階
建
、
七
百
八
十
四
・
五
六
平
方
メ

ー
ト
ル
、
総
事
業
費
は
九
千
八
百
五
十

万
円
。
完
成
予
定
は
、
今
年
六
月
初
旬

で
す
。

1月 6日に行われた起工式
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おお広報明るい市づくりにつとめる。

二
+
歳
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
今
年

は
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、
ま
た
一

人
の
社
会
人
と
し
て
、
新
し
い

H

門
出
々

の
年
で
す
。

一
月
+
五
日
は
「
成
人
の
日
L

。

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
青
年
を
祝
い
励

ま
す
|
|
由
民
の
祝
日
で
あ
る
「
成
人

の
日
」
に
は
、
新
し
い
時
代
を
担
う
若

い
み
な
さ
ん
が
た
へ
熱
い
期
椿
が
こ
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
期
待
に
ど
う
こ
た
え
て
い

く
か
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

男
女
を
代
表
し
、
二
人
の
か
た
に
、

成
人
と
な
っ
た
決
意
を
述
べ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

郷土を愛し、(3) 

す
が
、

A
7
の
農
業
は
、
後
継
者
不
足
、

嫁
不
足
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
一

ま
す
。
そ
の
中
に
わ
い
て
、
社
会
人
と

E

な
っ
た
今
、
自
分
を
も
う
一
度
、
見
つ
い

め
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
目
標
は
、
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
…

業
に
参
茄
し
て
、
規
模
拡
大
を
す
る
こ
…

と
も
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
充
…

実
し
た
農
家
経
営
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
一

私
自
身
、
好
き
で
選
ん
だ
道
を
、
自

分
の
手
で
思
い
き
り
ゃ
っ
て
み
た
い
と
い

昭
和
五
十
七
年
は
、
私
に
と
っ
て
、
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
を
さ
ら
に
大
…

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
年
に
な
き
く
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
社
会
人
の
成
人
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
、
.

一
人
と
な
っ
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
、
煙
草
や
酒
が
飲
め
る
と
い
う
こ
と
で
は
・

派
米
研
修
生
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
農
業
な
く
、
自
分
で
自
分
の
行
動
に
自
覚
と
一

の
研
修
に
行
く
こ
と
で
す
。
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
日
二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
多

父

の

後

を

継

い

で

農

業

を

し

て

い

ま

し

ょ

う

か

。

・

く

の

権

利

と

義

務

が

生

ま

れ

ま

す

。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一

会
え
ば
、
悩
み
を
聞
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
・
つ
で
す
。
国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、

を
与
え
て
く
れ
た
友
。
そ
の
他
ほ
ん
と
商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
自
営
業
の

う
に
た
く
さ
ん
の
人
達
に
見
守
ら
れ
て
…
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
国
が
行
っ
て

き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
一
い
る
も
の
で
す
。

で
も
こ
れ
か
ら
は
、
子
供
で
は
な
い

i
l
l
-
i
1
i
l
i
-
-
7
1
1
T
i
l
l
-
-

の

だ

か

ら

見

守

ら

れ

る

ば

か

り

で

な

ぺ

…

二

十

歳

と

み
ん
な
の
役
に
立
つ
人
聞
に
な
り
た
し
・
園
田
」

E

と

思

い

ま

す

。

…

醍

君

、

静

化

笹

「
成
人
」
そ
れ
は
、
一
つ
の
大
き
な
…

i
;
j
a

区
切
り
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
人
の
仲
間
・
二
十
歳
に
な
れ
ば
選
挙
権
が
与
え
ら

入
り
で
す
。
外
見
だ
け
で
は
な
く
、
白
一
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
選
挙
権
を

分
の
納
得
の
い
く
大
人
に
、
そ
し
て
、
…
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
園
、
県
、

自
分
を
大
事
に
す
る
と
同
様
に
他
人
を
-
市
の
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の

思
い
や
る
だ
け
の
心
を
持
て
る
大
人
に
…
で
す
。

な
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
…
し
か
し
、
実
際
に
投
票
で
き
る
よ
う

今
ま
で
以
上
に
悩
み
も
苦
し
み
も
あ
り
・
に
な
る
に
は
、
「
選
挙
人
名
簿
」
に
登

ま
す
が
、
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
立
派
な
口
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
…
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
そ

充
実
し
た

農
家
経
営
を

南久米・松尾

幸野登吉

思
い
や
り
の

心
を
持
っ
た
大
人
に

上須戒・河春

高橋幸子

二
十
年
間
、
ほ
ん
と
う
に
、
た
く
さ

ん
の
人
と
知
り
合
い
、
た
く
さ
ん
の
人

に
見
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
は
、
い
ろ
い
ろ
と
口
う
る
さ

く
一
言
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
と
な
る
と
私

の
考
え
通
り
に
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
。

仕
事
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
た
ま
に

し
か
会
う
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、

/
は
た
ち
u

の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
満
一
年
以

上
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
障
害
者
に
な

っ
た
り
、
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
な

ど
に
、
障
害
者
年
金
や
母
子
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
職
場
が
変
つ
で
も
、
他

の
年
金
に
通
算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険

料
は
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
二
十
五
年
以
上
保
険
料
を

納
め
る
と
、
将
来
は
、
老
齢
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

今
か
ら
し
っ
か
り
し
た
老
後
の
生
活

設
計
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

一
か
月
の
保
険
料
は
、
四
千
五
百
円

(
四
月
か
ら
は
五
千
二
百
二
十
円
)

で
す
。詳

し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5
・2
3
2

の
市
町
村
に
住
所
が
あ
り
、
か
っ
、
一
一
一

か
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
の
中
か
ら
、
満
二
十
歳
以
上

に
な
っ
た
人
を
毎
年
九
月
(
選
挙
が
あ

れ
ば
そ
の
直
前
)
に
選
挙
人
名
簿
に
登

録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を
変
え
た
場

合
に
は
、
必
ず
住
民
票
の
移
動
届
出
を

出
し
て
く
だ
さ
い
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
権
利
で
す
。
有
効
に
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



(4) ずおお広報品い教養を身につける。健康なからだをつくり、

トpスター

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
大
洲
市
が
、
健
全
な
発
展
を
す
る
た
め
に
は
、

秩
序
あ
る
都
市
計
画
に
よ
り
、
均
衡
の
と
れ
た
街
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
大
洲
市
で
は
、
昭
和
五
+
三
年
度
に
策
定
し
た
「
大
洲
市

都
市
整
備
計
画
L

に
基
く
商
庖
街
近
代
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
肱
北

市
街
地
重
点
地
区
の
整
備
計
画
を
検
討
中
で
す
。
そ
の
具
体
化
の
第
一

歩
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
・
フ
ジ
横
の
空
地
を
活
用
し
拠
点
開
発
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
関
心
を
持
ち
、
経
営
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
募
集

を
商
工
会
議
所
に
委
託
し
、
申
込
み
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一

般
公
募
に
つ
い
て
は
近
く
受
付
を
締
切
り
、
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
人
を
中
心
に
、
本
格
的
な
検
討
に
は
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

参加締切りは2月末日

時
代
に
即
応
し
た

商
庖
街
づ
く
り
を

肱
北
地
区
の
商
庖
街
は
、
大
洲
市
の

中
心
的
な
商
業
地
域
と
し
て
大
き
な
期

肱北地区(フジ横公有地)

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
東
大
洲
の
都
市
基
盤
の
整

F

備
な
ど
に
よ
り
、
人
口
や
経
済
状
況
に

急
激
な
変
化
が
起
き
て
き
て
い
ま
す
。

肱
北
地
区
の
街
並
み
が
旧
来
の
ま
ま
で
…

あ
る
た
め
に
、
自
動
車
の
通
行
量
の
増
“

大
、
流
通
形
態
の
変
化
、
消
費
者
二

1
…

ズ
の
多
様
化
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
-

き
て
い
ま
す
。
商
庖
街
は
、
大
型
庖
攻
…

勢
の
谷
間
に
あ
っ
て
、
立
川
屈
街
本
来
の
“

機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
果
~
せ
な
く
な
一

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
都
市
区
画
整
備
を
含
め
た
大
規

模
な
商
庖
街
再
開
発
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
挙
に
こ
れ
~

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
種
々
な
困
難
が

e

予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
フ
ジ
横
の
公
有
空
地
を
活
-

用
し
た
商
業
近
代
化
計
画
が
、
ま
ず
実

F

施
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
空
地
に
庖
舗
共
同
化
事
業
、

な
ど
に
よ
り
、
新
し
い
・
商
業
街
区
を
集
-

中
的
に
整
備
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
を
拠

点
と
し
て
、
そ
の
効
果
を
周
辺
の
既
成
~

量
噌

小
企
業
等
の

経
営
改
善
資
金

スポット

制度の紹介

小
企
業
が
事
業
を
改
善
し
よ
う
と
し

て
も
、
必
要
な
資
金
が
借
り
ら
れ
な
い

た
め
に
、
経
営
改
善
の

H

青
写
真
H

を

具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
小
企
業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制

度
し
は
、
規
模
の
小
さ
い
企
業
経
営
指

導
と
金
融
を
一
体
化
し
て
、
経
営
改
善

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
に
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

へ
融
資
条
件
)

め
質
付
限
度
額
:
設
備
・
運
転
資
金
あ

わ
せ
て
三
百
五
十
万
円
以
内
。
(
た

だ
し
運
転
資
金
は
三
百
万
円
以
内
。
)

⑨
資
付
期
間
:
設
備
資
金
四
年
以
内
、

運
転
資
金
三
年
以
内
(
い
ず
れ
も
据

置
期
間
は
六
か
月
以
内
)
。

⑦
資
付
金
利
・
:
年
七
・

O
M
m

⑧
担
保
・
保
証
人
・
:
無
担
保
・
無
保
証

人(
貸
付
機
関
等
)

商
工
会
、
商
工
会
議
所
な
ど
の
推
せ

ん
に
基
づ
き
国
民
金
融
公
庫
で
貸
付
け

ま
す
。た

だ
し
、
飲
食
業
、
喫
茶
底
、
食
肉

販
売
、
理
容
、
美
容
な
ど
十
業
種
(
環

境
衛
生
関
係
業
種
)
の
場
合
は
、
運
転

資
金
の
み
で
す
。

(
融
資
を
受
け
ら
れ
る
企
業
)

従
業
員
が
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で
は

二
人
以
下
、
製
造
業
そ
の
他
で
は
五
人

以
下
の
企
業
な
ど
で
す
。

(
融
資
の
条
件
)

①
経
営
指
導
員
の
経
営
指
導
を
六
か
月

以
前
か
ら
受
け
て
い
る
こ
と
。

②
一
年
以
上
、
同
じ
商
工
会
、
商
工
会

議
所
の
地
域
内
で
事
業
を
営
ん
で
い

る
こ
と
。

③
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
ま
た
は

市
・
県
民
税
を
す
べ
て
完
納
し
て
い

る
こ
と
。

④
担
保
ま
た
は
保
証
に
つ
い
て
余
力
が

な
く
、
ほ
か
の
金
融
制
度
を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

詳
し
く
は
大
洲
商
工
会
議
所
へ
ο

密
④
4
1
1
1



-E 地域
に
も
波
及
さ
せ
て
、
肱
北
市
街
地

域
の
全
体
的
な
発
展
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ず

対
象
地
域
と

整
備
計
画

お

こ
の
計
画
の
対
象
と
な
る
区
域
は
、

大
洲
市
中
村
宮
の
前
の
フ
ジ
大
洲
底
に

隣
接
し
た
公
有
地
(
大
洲
市
住
宅
協
会

所
有
)
で
す
。

街
区
の
整
備
計
画
は
、
隣
接
し
た
大

型
庖
フ
ジ
と
の
関
連
を
考
え
て
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
む
ん
だ
「
商
業
集
合
体
し
の

形
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の

併
設
を
含
め
た
庖
舗
共
同
化
事
業
、
共

同
施
設
事
業
な
ど
で
、
魅
力
あ
る
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
現
在
、
考
え
ら
れ
て
い

お広報

る
計
画
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

V
参
加
者
お
よ
び

選
定
方
法

参
加
資
格
H

現
に
市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
、
お
よ
び
共
同
体
も
し
く
は
法
人

で
、
こ
の
計
画
区
域
の
土
地
で
商
業
な

ど
を
営
む
こ
と
を
希
望
す
る
人
。

選
定
方
法

1
参
加
者
は
選
定
に
よ
っ
で

決
め
ら
れ
ま
す
。
選
定
方
法
は
、
市
お

よ
び
商
工
会
議
所
を
中
心
と
し
て
設
け

ら
れ
る
適
格
審
査
機
関
の
審
査
を
経
て
、

事
業
目
的
に
適
合
し
、
か
っ
そ
の
熱
意

の
あ
る
人
が
選
定
さ
れ
ま
す
。

V
庖
舗
の
構
造
な
ど

計
画
地
に
つ
く
ら
れ
る
庖
舗
の
形
態

は
、
原
則
と
し
て
共
同
底
舗
形
式
で
す
。

地
上
構
造
物
な
ど
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
は
、
参
加
を
申
込
ま
れ
た
人
た
ち

で
組
織
す
る
振
興
組
合
な
ど
の
組
織
で

検
討
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ん

い
ず
れ
に
し
て
も
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
的
な
機
能
を
中
心
と
し
た
建
戸

物

に

な

り

ま

す

。

町

、

土
地
は
、
整
備
後
、
新
し
い
商
庖
街
山
日
本
人
一
人
当
た
り
、
一
日
に
約
七

整
備
計
画
に
従
っ
て
、
参
加
者
に
時
価

u

リ
y
ト
ル
の
石
油
を
使
っ
て
い
る
ー
ー

を
基
準
と
し
た
価
額
で
譲
渡
さ
れ
る
予
伊
暖
房
と
し
て
の
灯
油
や
L
P
ガ
ス
ぱ
か

定

で

す

。

"

り

で

な

く

、

化

学

繊

維

や

プ

ラ

ス

チ

ツ

内
ク
な
ど
の
化
学
工
業
原
料
と
し
て
、
ま

V
申
込
先
お
よ
び
期
限
v

た
、
発
電
設
備
や
自
動
車
を
動
か
す
エ

“
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
石
油
は
わ
た
し
た

申
込
先
。
問
い
合
わ
せ
先
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
つ
い
て
の
詳
細
が
わ
知
，
そ
の
石
油
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
(
九

り
に
な
り
た
い
人
の
問
い
合
わ
せ
先
、
九
・
八
%
)
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い

お
よ
び
参
加
希
望
者
の
申
込
み
先
は
、
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
暮

次
の
と
こ
ろ
で
す
。
戸
ら
し
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、

石
油
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と

干
明
大
洲
市
大
洲
六
十
番
地
…
省
工
、
不
ル
ギ
l
の
推
進
で
す
。

大
洲
商
工
会
議
所
一
一
一
月
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」
で

肱
北
市
街
地
再
開
発
係

U

す。

宮
④
4
1
1
1

…
あ
ら
ゆ
る
面
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
駄

を
省
き
、
で
き
る
限
り
効
率
的
に
使
う

申
込
み
期
限
(
一
般
公
募
)

u

|

|

省
工
、
不
ル
ギ
ー
は
、
い
わ
ば
国
民

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
ト
八
日
-
人
ひ
と
り
の
知
恵
と
努
力
と
心
掛
け

期
日
ま
で
に
商
工
会
議
所
所
定
の
希
に
よ
る

η

純
国
産
工
、
不
ル
ギ
iι

と
も

望
申
込
書
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
自
い
え
ま
す
。

「
も
う
一
一
度
進
め
て
み
ま
せ
ん
か

V
令
後
の
日
程

J

冬
の
省
エ
ネ
」
こ
の
機
会
に
、
い

ま
一
度
暮
ら
し
の
中
の
工
、
不
ル
ギ
l
に

今
後
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
希
e

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

望
申
込
み
を
締
切
っ
た
後
、
申
込
み
さ
山
す
ぐ
実
行
で
き
る

H

省
エ
ネ
山
を
い

れ
た
人
た
ち
に
お
集
り
い
た
だ
き
、
市
く
つ
か
紹
介
し
て
み
ま
す
。

の
方
針
説
明
な
ど
を
行
い
、
み
な
さ
ん
刊

の
意
向
を
中
心
に
し
て
決
め
て
行
く
予

定
で
す
。

歩
進
め
ま
せ
ん
か

冬
の
省
エ
ネ

一
一
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

4
恥

υ-
つ

(
部
屋
の
温
度
〕

部
屋
着
を
少
し
厚
め
に
す
る
な
ど
し

て
、
摂
氏
十
八
度
を
目
安
に
、
こ
ま
め

に
温
度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。
暖
房
温

度
を
一
度
下
げ
る
と
、
燃
料
費
は
約
一

割
節
約
で
き
ま
す
。

[
部
屋
の
保
温
〕

カ
ー
テ
ン
は
厚
手
の
も
の
を
使
い
、

天
井
か
ら
床
ま
で
た
ら
し
ま
す
。
ま
た

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
た
り
、
窓
や
壁
な

ど
に
目
張
り
を
す
る
の
も
方
法
で
す
。

(
電
気
こ
た
つ
は
上
手
に
使
お
う
〕

こ
た
つ
敷
き
を
用
い
る
と
と
も
に
、

こ
た
つ
掛
け
は
厚
手
の
も
の
を
使
い
、

適
当
な
温
度
調
節
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〔
入
浴
は
家
族
が
次
々
に
・
E----
〕

冬
は
風
呂
が
冷
め
や
す
い
の
で
、
沸

い
た
ら
、
家
族
が
次
々
に
入
浴
す
る
の

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
う
コ
ツ

で
す
。

(
マ
イ
カ
ー
利
用
の
自
粛
を
〕

一
人
を
同
じ
距
離
を
運
ぶ
の
に
、
マ

イ
カ
ー
は
電
車
の
七
倍
、
パ
ス
の
五
倍

も
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
公
共

の
交
通
機
関
が
使
え
る
場
合
の
遠
出
は
、

な
る
べ
く
マ
イ
カ
ー
の
利
用
を
控
え
た

い
も
の
で
す
。



(6) 

市
県
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

ず

3
月

日

お

こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
申
告
は
=
一
月
十

五
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

お

い
つ
も
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
期
限
は
、
四
月
十
五
日
で
す
が
、

市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
併
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
世
帯
の
人
は
、

広報

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる。

こ
の
申
告
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
人
は
、

期
日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

円
f

口一一一m
u

①
昭
和
五
十
七
年
一
月
一
日
現
在
市
内

に
住
所
の
あ
る
人
。

②
昭
和
五
十
六
年
中
(
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
)
に
給
与
所
得

以
外
に
営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、

配
当
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人
。

円

申

告

の

に

U

い
ら
な
い
人

①
所
得
が
給
与
の
み
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
、
が
、
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

②
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
申

告
さ
れ
る
人
。

日
必申
要告

や

引

①
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

書
か
証
明
書
。

②
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書
。

③
昭
和
五
十
六
年
度
分
の
源
泉
徴
収
票
。

④
印
鑑
。

⑤
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
領
収
書
お
よ

び
証
明
書
。

日

ま

で

に

所得税ム
贈 与税 )

申告も

お早めに

自
主
申
告
を
な
さ
る
人
は
、
地
区
別

に
申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
相
談
該
当
者
に
は
、
相
談
一

日
程
に
あ
わ
せ
て
個
別
に
お
届
け
し
ま

F

す
。
た
だ
し
、
昨
年
税
務
署
へ
確
定
申

告
を
さ
れ
た
人
は
、
お
届
け
し
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
今
年
、
確
定
中
台
を
き
れ

な
い
人
は
ご
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

1
1
期
限

I

l

l

-

二

「
!
ー
ー
そ
の
他
1

1

し

提
出
期
限
は
、
一
二
月
十
五
日
で
す
。
自

申
告
相
談
・
指
導
日
は
表
の
と
お
り
~

で
す
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
祭
日
は
休
山

み

で

す

。

…

昭

和

五

十

六

年

分

の

所

得

税

の

確

定

そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税

h

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
受
付
け
が

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
十
五

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
7
・2
7
8

日
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

税
務
署
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
必
要
な
人

①
事
業
を
し
て
い
る
入
、
不
動
産
収
入

一
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

…
な
ど
で
、
昭
和
五
十
六
年
中
の
所
得
の

山
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除

v

扶
養
控
除
な
ど
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

一
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
で
、

申
告
書
ま

寸

T
l
1
J
U

l
お
届
け
し
$
c
-
4
4

市
川
一
回
守
判
対
斗
A
M

.，EFE
，，，，
a
z
-
-」
冒

aq--E-hE
・

2
月
浦
日
か
ら

地区 期 日 場所

大 洲
2月20日~ 市民会館3月15日

平 !f 2月23日 連絡所

南久米 2月24日 イシ

戸民右 同 2月25日 。

大 111 2月26日 " 

柳 iR 2月27日 " 

新 ~コ、 3月 1日 " 

善 3月 2日 " 
八多喜 3月 3日 " 

上 須戒 3月 4 日 " 

申告指導 20日-3月15日 税務課

※時間はいずれも 9時一16日手30分ま

でです。

(2月15日は休みます〉

マ
給
与
の
年
収
が
一
千
万
円
を
超
え
る

人
マ
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
人
マ
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人
な
ど
で
す
。

贈
与
税
は

2
月
1
日
か
ら

昭
和
五
十
六
年
度
分
の
贈
与
税
の
申

告
は
、
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
の
聞
に
、
贈
与
を
受
け
た
人
の
住
所

地
の
税
務
署
に
提
出
す
る
ご
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら

っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十
万
円
を
超

え
る
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
、
贈
与
税
な
ど
で
わ
か
ら
な

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
大
洲
税
務
署

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
3
1
1
5

還
付
申
告
は

お
皐
め
に

昭
和
五
十
六
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
で
す
が
、

税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申

告
は
二
月
十
六
日
よ
り
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。
次
の
場
合
に
は
、
還
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

ー
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
①
マ
イ
ホ
ー

ム
を
取
得
し
た
人
②
多
額
の
医
療
費

を
支
払
っ
た
人
③
災
害
に
よ
り
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
人
。

2
、
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就

職
し
な
か
っ
た
入
な
ど
で
す
。

詳
し
く
は
税
務
署
令
官
④
3
1
1
5



ず

いい政治
この一票にある重み

おお広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

4きれいな選挙推進かの

標語入選作決まる

広
報
お
わ
ず
十
月
号
(
陥
3
0
7
)

紙
上
で
、
き
れ
い
な
選
挙
推
進
の
標
語

を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
五
点

も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
わ

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
洲
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
ム
お

よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
に
選
挙
に
つ
い
て
の
関
心
を

高
め
、
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を
図
る

た
め
に
、
標
語
の
募
集
を
行
い
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の
わ
か
げ
で

所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。期

間
中
に
応
募
の
あ
っ
た
四
十
五
点

に
つ
い
て
、
推
進
委
員
、
選
挙
管
理
委

員
な
ど
が
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
次
の

五
点
が
入
賞
と
決
ま
り
ま
し
た
。

な
お
、
最
優
秀
に
つ
い
て
は
、
該
当

者
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品

マ
い
い
政
治
ご
の
一
票
に
あ
る
重
み

常

磐

町

酒

井

一

郎

マ
明
る
い
政
治
に
つ
な
が
る
一
票

大

洲

松

下

八

重

子

マ
き
れ
い
な
選
挙
で
明
る
い
大
洲

阿

蔵

歌

原

栄

マ
目
と
耳
と
頭
で
選
べ
生
き
る
票

大

洲

田

野

栄

子

マ
貰
っ
て
泣
く
よ
り
貰
わ
ぬ
選
挙

若

宮

吉

岡

計

雄

3
5
3
5
?
5
0
8
5
0
8
5
?
5
3
0
5
3
5
3
5
3ゅ
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
5
3
g

強

引

い

町

三

主

義

一

}

差

別

は

生

き

て

い

る

保

障

さ

れ

て

い

ま

す

o
E
さ
ん
が
自
分
間

円

(

二

繍

誠

事

?

の

意

志

で

ど

こ

に

住

も

う

と

自

由

な

は

的

向

刈

E、し

guEav帯
4

〈
事
例

7
〉

品

問

間

接

}

…

日

照

準

。

ず

で

す

。

同

和

地

区

の

出

身

だ

か

ら

と

市

土
間
接
ョ
.3川
一
塁
内

N

E

さ

ん

に

は

売

ら

な

い

ミ

布

部

課

課

品

川

問

中

叩

関

川

諜

黙

し

っ

て

、

そ

れ

を

は

ば

む

こ

と

は

、

大

相

一
一
同
和
地
区
と
隣
接
し
た
あ
る
町
内
に
が
、

C
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
き
な
部
落
差
別
で
あ
る
こ
と
に
』
司
、
っ
か
向

対
住
ん
で
い
る
C
さ
ん
は
、
家
庭
の
事
情

E
さ

ん

に

は

売

ら

な

い

よ

う

に

頼

ん

だ

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

一

部
か
ら
、
現
在
住
ん
で
い
る
家
屋
敷
を
売
の
で
す
。
そ
れ
は
、

E
さ

ん

が

同

和

地

(

参

考

)

伯

尚
っ
て
、
故
郷
の
あ
る
S
県
へ
帰
り
た
い
区
の
出
身
だ
か
ら
で
す
。
い
ま
だ
か
っ
憲
法
第
二
十
二
条
何
人
も
公
共
の
福
間

開
と
願
っ
て
買
手
を
さ
が
し
て
い
ま
し
た
。
て
こ
の
町
内
に
同
和
地
区
出
身
の
人
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、
移
転
及
却

問
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
家
を
求
め
て
い
た
が
住
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
そ
の
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有
す
る
。
尚

一
…
同
和
地
区
の

E
さ
ん
が
そ
の
こ
と
を
知
よ
う
な
人
が
住
み
つ
く
こ
と
は
困
る
と

2

何
人
も
、
外
国
に
移
住
し
、
又
は
園
部

部
り
、

C
さ
ん
と
E
さ

ん

と

の

聞

に

売

買

い

う

の

で

す

。

籍

を

離

脱

す

る

自

由

を

侵

さ

れ

な

い

。

府

間

の

話

が

進

ん

で

い

ま

し

た

。

す

べ

で

の

国

民

に

は

、

居

住

、

移

転

(

つ

づ

く

)

内

向

そ

の

こ

と

を

知

っ

た

町

内

の

有

力

者

の

自

由

が

、

憲

法

(

第

二

十

二

条

)

で

部

事。

gggsggrgmも
}
古
噌

ggrtgrgggrggggg市
23gggSF238F児
zaofgggヨ

(7) 

市
立
大
洲
病
院
に

新
し
い
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン

一
市
立
大
洲
病
院
で
は
、
市
民
へ
の
医

一
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
約
向
上
を
年
々
図
っ

一
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

一
五
十
六
年
度
事
業
と
し
て
、
レ
ン
ト
ゲ

一
ン
に
よ
る
検
診
の
質
的
向
上
を
図
る
た

一
め
に
、
既
設
の
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

一
廃
し
、
新
し
い
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
を

一
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

一
新
し
い
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
消

一
費
電
力
が
少
な
く
て
す
み
、
短
時
間
で

よ
り
シ
ャ
ー
プ
な
映
像
が
得
ら
れ
、
的

確
な
判
断
の
た
め
の
一
助
と
な
り
ま
す
。

こ
の
テ
レ
ビ
レ
ン
ト
ゲ
ン
は
、
総
費
用

二
千
七
百
九
十
八
万
円
で
導
入
さ
れ
、

起
債
事
業
で
、
全
額
年
金
還
元
融
資
に

よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
機
種
に
よ
る
検
診
は
、
昨
年
の

十
月
二
十
二
日
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま

す。

建
設
工
事
の
指
名

競
争
入
札
参
加
者

を
受
付

昭
和
五
十
七
年
度
に
、
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格

を
得
た
い
人
は
、
次
の
要
項
で
所
定
の

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
要
件
と
し
て
、

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

市立大洲病院の

新しいテレビレントゲン

経
営
規
模
、
そ
の
ほ
か
経
営
に
関
す
る

事
項
の
審
査
を
終
る
こ
と
が
重
要
な
要

件
と
な
り
ま
す
。

参
加
要
項

マ
申
込
、
受
付
期
間

昭
和
五
十
七
年
三
月
一
日
か
ら

三
月
一
二
十
一
日

マ
受
付
場
所

大
洲
市
役
所
建
設
部
建
築
住
宅
課

詳
し
い
こ
と
の
わ
問
い
合
わ
せ
は
、

市
建
築
住
宅
課
管
理
係
ま
で

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
7
4



(8) ずおお広報li ろて〉市民の

器器諜
諜韻器量器
器 科i容 器
諜器認~~認号

室韓議室
器諜器諜諜

③ 

li' ろ

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
な
新
谷
地
区
に
新

年
早
々
、
小
学
校
、
中
学
校
の
サ
ッ
カ

ー
チ
l
ム
が
連
続
し
て
県
の
大
会
に
優

勝
す
る
と
い
う
朗
報
が
飛
び
込
ん
で
き

ま
し
た
。

ま
ず
、
五
日
に
北
条
市
で
行
わ
れ
た

第
十
一
回
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
兼
松

E
¥
¥
A

田
杯
大
会
に
お
い
て
、
新
谷
ス
ポ
ー
ツ
則
子
・
内

少

年

団

(

六

年

生

以

下

)

が

、

角

野

ス

官

指

ザ

ク
l
ル
を
二

O
で

下

だ

し

、

四

年

ぶ

刊

号

)

り
四
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
あ
て
い
け
な
い
、
住
所
を
間
違
え

大
会
後
、
新
谷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
た
|
|
年
賀
状
を
書
き
損
り
た
掛
験
は

ら
、
山
中
亮
、
徳
岡
真
司
、
広
岡
英
二
、
ど
な
た
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

高
岡
邦
男
の
四
人
が

υ
優
秀
選
手
H

に
年
賀
状
に
限
ら
ず
、
官
製
は
が
き
で

選

ば

れ

ま

し

た

。

も

書

き

損

じ

た

は

が

き

を

破

い

た

り

、

ま
た
、
五
日
、
六
日
の
両
日
北
条
市
ク
ズ
か
ご
に
ポ
イ
と
捨
て
た
り
し
て
い

で
行
わ
れ
た
第
十
四
県
新
人
サ
ッ
カ
ー
ま
せ
ん
か
。
書
き
損
じ
た
は
が
き
は
、

大
会
で
は
、
新
谷
中
チ
l
ム
が
初
優
勝
郵
便
局
に
持
っ
て
い
く
と
、
新
し
い
は

を
飾
り
ま
し
た
。
予
選
A
ブ
ロ
ッ
ク
を
が
き
と
交
換
し
て
く
れ
ま
す
。

三
戦
全
勝
で
決
勝
戦
に
進
出
し
た
新
谷
交
換
手
数
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
チ
i
ム
は
、
御
荘
中
チ
l
ム

と

対

戦

マ

通

常

は

が

き

一

枚

五

円

し
一
ー
ー
O
で
勝
ち
、
念
顎
の
初
優
勝
を
マ
往
復
は
が
き
一
枚
十
円

果

た

し

ま

し

た

。

マ

ミ

ニ

レ

タ

l

一
枚
十
円

V

》
合
事

Sd合
撃
事
合
聾
車
普
善
事
事
合
事
会
》
合
事

S4合
移
事
信
事
事
命
事
合
事
会
U
E
Z苦
主
宰
普
主
主
桜
ズ
事
会
埠
葺
器
官
主
常
事
詰
企
当

S
Z事
S
Z影，
Z
鋭
毒
事
私
事
事
合
革
命
ふ
等
牢
匂
A

軍
事
私
事
修
事
事
合
事
命
事
合
事
A

M
協

S
Z普

V
主
人
は
、
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
ま
す

が
、
煙
草
の
量
を
も
う
少
し
減
ら
し
て
、

も
う
少
し
や
さ
し
け
れ
ば
、
満
点
な
ん

で
す
け
れ
ど
・
-
-
-
-
-

V
今
、
ヶ

1
キ
守
つ
く
り
に
凝
っ
て
い
ま

す
。
最
初
の
頃
は
、
失
敗
も
多
か
っ
た

で
す
が
、

A
7
は
、
作
る
コ
ツ
も
わ
か
り

ま
し
た
の
で
、
み
ん
な
に
好
評
で
す
o

v家
族
六
人
二
世
代
が
一
つ
屋
根
の
下

に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
気
も
使
い
ま
す

が
、
共
同
の
方
が
い
い
面
が
多
い
よ
う

で
す
。

節分 2月 3日

大
洲
の
春
は

す
ば
ら
し
い
で
す
ね

若
宮
・
堀
の
内
井
上
久
末
子
さ
ん
(
お
歳

V
大
分
県
宇
佐
市
の
出
身
で
す
。
有
名

な
宇
佐
神
宮
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

V
主
人
(
裕
重
さ
ん
)
と
は
、
旅
行
先

(
別
府
)
で
写
真
を
と
り
あ
い
、
そ
れ

か
ら
し
ば
ら
く
は
文
通
で
交
際
し
て
い

ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年
の
十
月
に
式

を
挙
げ
ま
し
た
。
子
供
は
、
長
男
の
修

一
(
三
歳
)
だ
け
で
す
が
、
も
う
一
人

vト市民の

女
の
子
が
欲
し
い
で
す
ね
。

V
気
候
、
風
土
は
、
実
家
の
方
と
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
冬
の
聞
は
霧
が
入
る

分
だ
け
寒
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
で
も
、

春
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
ど
こ
ほ
も
負
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

V
街
の
雰
囲
気
も
静
か
で
、
人
も
温
か

く
て
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

県新人戦で優勝した新谷中イレブン

書
き
損
じ
た
年
賀

は
が
き
は
新
し
い
も

の
と
受
換
で
き
ま
す

長
男
の
修
一
く
ん
と

新
刊
図
書
案
内

本
の
あ
る
遊
び
場
長
崎
源
之
助
著

歎

異

抄

石

田

瑞

麿

著

ち
ょ
っ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
長
崎
快
宏
著

さ
よ
な
ら
日
本
宇
佐
美
承
著

島
か
ら
考
え
る
教
育
金
本
房
夫
著

お
ト
ウ
の
出
番
だ
早
乙
女
勝
元
著

マ
マ
と
も
う
一
度
よ
ん
で
菅
原
有
一
著

小
児
病
棟
の
子
ど
も
た
ち
向
井
承
子
著

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
パ
ワ
l
ズ
著

モ
デ
ル
農
業
の
崩
壊
農
文
協
文
化
部

手

芸

の

百

科

文

化

出

版

局

ド
ブ
ロ
ク
を
つ
く
ろ
う
前
田
俊
彦
編

ダ
ニ
学
の
進
歩
佐
々
学

-Z浮
一
編

将
棋
教
室
大
山
康
晴
・
中
原
誠
編

山

頭

火

放

浪

記

村

上

護

著

一
旬
百
且
早
朝
日
新
聞
学
芸
部
編

峠

の

郡

像

上

堺

屋

太

一

著

唐

草

物

語

溢

津

龍

彦

著

戦

士

の

挽

歌

大

薮

春

彦

著

隣

の

女

向

田

邦

子

著

ひ
と
り
旅
の
帽
子
佐
江
衆
一
著

ペ
ル
シ
ャ
湾
炎
上
す
テ
ー
ラ
ー
著

も
う
手
足
が
な
く
た
っ
て
ウ
ォ
i
レ
ス
著

現
代
詩
文
庫
全
刀
巻
思
潮
社

(
児
童
図
書
)

子
供
の
科
学
工
作
文
庫
誠
文
堂

旅
の
絵
本

I
i
E

福
音
館
書
庖

新
し
い
算
数

2
1
9巻
さ
・
え
・
皇
国
房

北
国
の
動
物
た
ち
全
5
巻
借
成
社

や
さ
し
い
中
国
の
歴
史
岡
本
淑
子
著

盲
導
犬
も
の
が
た
り
吉
原
順
平
文

ぼ
く
の
太
平
洋
大
航
海
岡
本
篤
著



(9) 市民のひろば市民のひろば

vたくさんの譲と註ごやかに斐溝

12月 7目、老人福祉センターで、清和国や市木千歳

会のお年寄りが徳森 保育 所の 園児 とな ごや かな 交流

の 時間を持ちました。交流会、会食をしでみんなの

気持が打ちとけた後、ゲームやレクレーションを

緒に楽しみました。

広報おおず

12月18日、社会教育センターにおいて、手をつな

ぐ親の会などが主催して“クリスマスプレゼント大

会 N が開かれました。

大洲学園や育成園の園生のみなさんが演芸をひろ

うした後、招待された一人ひとりに、わ菓子やクリ

スマスプレゼントがサンタクロ←スから手j度され、

一足早しミクリスマスを楽しみました。

カメフ

スケッチ
v難コースにチャレンジ

脅威圏生バットバットを楽しむ
12月 9日、ノfットノ f'y トゴルフ士蕩は

周囲の樹木の手入れをしてもらってい

る お礼にと、育成園の園生を招待いた

しました。重量コースにチャレンジをす

る園生は、真剣にまた楽しくプレーを

しました。

昭和56年の
市内の交通事散

S 56.1.1 S 55.1.1 
~ 12.31 ~ 12.31 

件数 172 202 

負傷者 12071237

死 者 1 2 1 5 

件
数
、
死
者
、
負
傷
者
と
も
一
昨
年

よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く

の
か
た
が
、
交
通
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
ル
l
ル
を
守
り
、
一

件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

議
電
一
麟

A 福祉費童話番地に設置
電々公社では、からだの不自由な人や、お年寄り

などに安心して利用していただくため市内各地に新

型の機種を設置しています。

惨車イスで利用できる電話一市役所前公衆電話ボツ

クス

惨 相 手 の 声 が 大 き く 聞 え る 電 話

市 立 老 人 福 祉 セ ン タ ー 内 、 市 立 中 央 公 民 館 内 、 特

老希望ケ丘荘内、大洲中央病院内

N
H
K
学
園
で
は
、
昭
和
五
十
七
年

度
通
信
教
育
の
生
徒
、
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

高
等
学
技
普
通
科
コ

i
ス

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き

な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い

人
に
。

受
付
期
間

3
月
1
日
1
4
月
日
日

社
会
通
信
講
座

余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
人
に
。

受
付
期
間

2
月
1
日
1
5
月
加
日

詳
し
く
は
、

N
H
K
A昌
国
へ

干
郎
東
京
都
国
立
市
富
士
見
台

一一上二六

N
H
K
学
園
案
内
係

N
H
医
学
園
(
通
信
教
膏
)

で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か



v

一
様
一
様
ゼ
ジ
者
ー
だ
よ
り
住
金
3
?
一2r

と
こ
ろ
で
、
こ
の
成
人
病
」
は
、

特
定
の
病
気
の
名
前
で
は
な
く
、
中
年

期
を
過
ぎ
た
人
々
に
多
く
み
ら
れ
る
病

気
や
病
状
の
総
称
で
す
。

代
表
的
な
も
の
と
し
で
は
、
脳
卒
中

が
ん
、
心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
高
血
圧

は
そ
れ
だ
け
で
死
に
至
る
と
い
う
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
く
続
く
と
心

臓
や
腎
(
じ
ん
)
臓
に
負
担
が
か
か
り

ま
す
し
、
脳
卒
中
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
か
ら
、
軽
視
は
禁
物
で
す
。

も
と
も
と
血
圧
は
、
気
温
や
運
動
、

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
で
高
く
な
っ
た
り

し
ま
す
し
、
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
血
圧
が
平
均
よ
り
高
い
か
ら
病

気
、
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
何
度
計
つ
で
も
高
い
と
き
は
要

注
意
で
す
。

高
血
圧
は
、
食
塩
の
摂
取
量
に
関
係

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五

十
四
年
国
民
栄
養
調
査
成
績
に
よ
り
ま

す
と
、
食
塩
摂
取
量
は
、
一
人
一
日
平

)
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相談ごと案内
いずれも無料ですので、

軽にご利用ください。

修交通事故相談

と き 2月 8日 10日寺 ~15B寺

2月22日"

圃ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 2月22日 13日寺 ~16a寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 2月1日

2月10日

2月25日。

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 2月19日 10日寺 ~15B寺

ところ 大洲市民会館

急がれる時は電話で相談して

ください。合④3794(壬木)

惨税務相談

と き 2月18日 10時~15日寺

ところ 大洲商工会議所

担当高松国税局税務相談室

砂社会保険相談

と き 2月22日 10日寺一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険 事 務 所

砂不動産相談

と き 2月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町(槻フヂエダ内)

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(東大洲)

大川l祉福会館(新谷)

秘密は守りますので、何でも

本目言炎してください。

お

φ明

実

施

日

該

当

者

2
月
2
日
(
火
)
昭
和
田
年
目
月
生
※

2
月
9
日
(
火
)
ク
回
年
7
月
生
※

2
月
民
日
(
火
)
ク
同
年
2
月
生
※

2
月
四
日
(
金
)
。
日
年
7
月
生

2
月
お
日
(
火
)
ク
日
年
1
月
生

※
は
肱
南
、
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
加
分
1
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児

健

診

ずお広報

H

塩
分
以
と
の
つ
き
あ
い

ほ
ど
ほ
ど
に
1

iー

お知らせ

二
月
の
第
一
週
は

H

成
人
病
予
防
週

間
H

で
す
。
成
人
病
は
日
常
の
生
活
に

気
を
つ
け
た
り
、
定
期
的
に
健
康
診
断

を
受
け
る
こ
と
で
、
か
な
り
予
防
で
き

ま
す
。

らせおし

お気

お知ら せ

13日寺 ~16a寺:

イジ

均
十
三
・
一
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、

望
ま
し
い
と
さ
れ
る
十
グ
ラ
ム
以
下
を

上
回
っ
て
い
ま
す
。

塩
分
の
と
り
す
ぎ
を
防
ぐ
に
は
、
ま

ず
、
お
か
ず
の
味
付
け
を
薄
く
す
る
な

ど
、
ふ
だ
ん
か
ら
薄
味
の
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
が
先
決
で
す
。
ま
た
、
昼
食
で

塩
辛
や
漬
物
な
ど
塩
分
の
多
い
も
の
を

食
べ
た
と
き
は
、
夕
食
は
酢
で
味
付
け

し
た
も
の
や
野
菜
サ
ラ
ダ
と
い
っ
た
献

立
に
す
る
な
ど
、
一
日
の
摂
取
量
「
十

グ
ラ
ム
以
下
し
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
般
に
、
調
理
食
品
や
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
は
味
付
け
が
濃
く
、
塩
分
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
特
別
な
注
意

が
必
要
で
す
。

2
月
7
日

2
月
日
日

2
月
比
日

2
月
幻
日

2
月
お
日

3
月
7
日

い
ず
れ
も

大
洲
中
央
ぺ
院

宮
④
4
5
5
1

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

正日?

汽 J

金

一

封

殿

町

松

本

義

男

金
一
封
(
第
六
回
南
久
米
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
収
益
金
)

北
只
南
久
米
青
年
団

金
一
封
(
踊
り
の
お
さ
ら
い
会
の
一

部
)
三
の
丸
、
伊
予
民
踊
、
景
紅
友

弥
会
、
大
洲
支
部
(
代
)
山
崎
正
子

久
保
田
春
子

金
一
封
(
謝
礼
金
)
中
村
、
魚
谷
年
子

金
一
封
(
古
紙
回
収
の
一
部
)
中
村

恵
美
須
・
大
黒
・
射
場
区
婦
人
会

金
一
封
(
寄
付
金
)
常
磐
町

大
本
大
洲
分
苑
、
大
本
婦
人
会

金
一
封
(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
販
売
の
利

益
の
一
部
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル

ト
販
売
、
販
売
庖
一
同

一
万
二
千
七
百
六
十
円
(
日
蓮
聖
人

銅
像
前
委
銭
)
法
眼
寺
八
島
龍
晴

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
、
預

託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

凍
っ
て
水

ル
が
出
な
い

-
周
到
と
き
は
・
.. 

凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の

露
出
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻
き

つ
け
、
そ
の
上
か
ら
少
し
ず
つ
熱

湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
急
に
か

け
な
い
で
く
だ
ざ
い
、
水
道
管
が

破
裂
す
る
恐
れ
が
み
あ
り
ま
す
。

3 -3004・4-2412 

5~2944 

4~4410 

6~0537 

4~6232 

4~5968 

まま

休日の漏水修理
当番業者

神田鉄工所

城戸電業者

久保水 道 庖

佐藤水道底

清水水道商会

蔵田水道応

月

2月7日

2月11日

2月14日

2月21日

2月28日

3月7日

日

後

『
戸
M==ロ

大
洲
盆
地
の
周
囲
の
山
々
に
は
、
三

百
メ
ー
ト
ル
一
帯
に
集
落
が
散
在
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
て
、
紹
介
す
べ
く
、
今
月
よ

り
、
標
高
抑

m
の
大
洲
N

と
題
し
て
、

表
紙
に
新
し
い
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
い
た

し
ま
す
。
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